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稚苗育苗におけるヒドロキシイソキサブール剤施用が

甫素賢及び清新に及ぼす影響

菊池忠継・武m昭七・高橋周寿・鈴木惣蔵

（宮城県古川農業試験場）

1　ま　え　が　き

稚苗育苗に際して．ヒドロキシイソキサゾール剤（タ

チガレン）の施用が．苗立枯病の防除はもちろんのこ

と，苗生育にも良い結果を与える報告があるり

よって本試験では，その確認をするとともに木口lに

おける生育収品に及ぼす彩酎こついて検討した。

2　試　験　方　法

11試験区．

タチガレソ粉剤施用昂二1箱当たり製品量で，0，8，

9及び12　才の4区

21供試品種，ササニシキ
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第1蓑　クチガレン施用と前生育

1）移榔　5月17口，クボタEf3－28里で前

マットを切断し，1株本数4～8本のものを50C彿×

15Cカツの密度で人力移梢をした。

5）本m施肥量，a当たり．！・J700才．P2051，nOD

F，K201，口00　才

6）1区面研及び区制

育前1区1箱　　　5連制

本m l区12〃㌔　　2連制

5　試　験　結　果

‾苗生育は第1蓑に示すように，発芽成苗歩合は各区

の差がなく，酋長は処理区が良いが巌問の差は認めら

れない。

第1葉鞘高は，無処理が5mほど高く．また葉身長

及び第1薬も無処理区が良く初期生育はタチガレン施

用により抑えられる。

観察では12才の初期生育抑制が大きかった。しか

し，第2斐及び第5薬は逆に処理区が勝った。
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注・播種後25日

硬化開始時の生育は，処理区の苗長がわずかに短め

で，処理量間では，12才区が最も短かった。しかし

その後の生育は順調で硬化後7日日には差がなくなり，

15日日には，明らかに．処理区の生育が勝り，葉色

も濃厚であった。

宙を田植機械で切断し1株5本のものを10枚田面

に水平に静置し，株内の個体ごとに立ち上がり状況を

調査したのか第1図である。

処理区は，無処理区に比較して明らかに立ち上がり

が早い。

無処理区は15日後に500に達したが，処理区は，

4～5日で500に適した。
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第2表　タチガレソ施用と収猿
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第1図　本田における帯の立上り角度及び移
植後15日の育苗の相違と生育量

最終調査の移植後14日には，無処理区が590であ

ったのに対して，処理区は82～880でかなりの個体が

直立状態となった。

本田における田植後15日の乾物の相違は立ち上が

り角度と同傾向で施用畠の多いほど良く，タチガレン

の苗貿及び初期生育良化の効果がうかがえる。

本田における生育は，草丈は処理区が高月に経過し

たが，処理量の差は横に静置した場合と移植したこと

による相違と考えられるが乾物ほど明らかでない。成

熟期における最長梓長は，逆に短めであった。

茎数は各時期ともに処理区が多く穂数も多いが鼻問

の差は小さい。また，穂長は処理区が長穂化の幌向を

示した。
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出穂及び成熟期は各区変わらず，収量は，処理区の

もみわら比が高くなり，占グ区がやや劣ったが9才区

及び12才区でやや多収となった。

株の分解調査の結果では，平均梓長は，最長程長と

同様に処理区が5．9C冴～1．dC郡短く12才処理区が最

も短い。

節問長は，相対的に処理区が短いが特に第4及び第

5節間が短く，平均穂長は処理区がやや長い傾向であ

る。枝梗数及び穂重の差は小さい。

1穂頴花数は．稔実粒及び不稔粒ともに処理量を増

すにつれて少なく，豊熟歩合は高くなった。

処理区は，秘数が多いが1穂頴花数が少なく，無処

理区及び少ない処理区（8才区）は，穂数が少ないが

1穂当たりの粒数が多く，その結果，処理区は決定要

素が高くてやや多収となった。

以上による本剤は育苗及び本田生育に影響し活着な

どプラスの面が認められた。しかし施用孟及び本田の

生育収量に及はす影野については，年次変異把握の要

鯨があり本年度も継続検討中である。

苗の活着と本田初期生育との関係

村　上　利　男・吉　田　善　吉
（東北農業試験場）

1　ま　え　が　き

寒冷地の稲作では，初斯生育を安定的に確保するこ

とが重要で，このため，苗質・活着などについて多く

の試験が行われている。しかし，これらと本田初期生

育との関係についての定量的研究は少ない。本実験は

活着と本田初期生育との関係を，本田水温条件と関連

させて計量化しようとしたものである。

2　　試　験　方　ぎ去

1972年，ササニシキを用い，育苗時の土壌水分（畑状態

・湛水），播種畳（0．54．5．5dム／㌦）及び気温（低．高）

の各条件を机み合わせて8株の完全棄5葉百（個体当

たり地上部乾物重55～171m伊，茎数1～5本）を養


